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世界 トップクラス女子バ レーポールチームの戦術に関する研究

Astudyonthetacticsofworldtop-classwomen'svollballteam

田原 武彦*

TakehikoTahara

1.は じ め に

1996年 の 第26回 ア トラ ンタ ・オ リンピック大会 が終了後、 バ レーボール競技 においては、現

在、各国男女 ナ シ ョナルチ ームともメ ンバ ー構成 において変換 期であ る。 それ は、 オ リンピッ

クに出場 した メンバーを中心 に1998年 の 世界選手権、2000年 の シ ドニ ー ・オ リンピックを目指

すチー ムと新 たにメ ンバー構成を行い、 チーム作 りを実施 す るのに分 かれ る時期で ある。 日本

のナ シ ョナルチームは、男子 は、 ほぼ半 数の選手が入れ替 わ り望 むのに対 し、女子で は、大半

の選手 が入 れ替 わ り、 しか も年 齢の若 い メ ンバ ーで新 たに目指 す構成 とな った。

また、世界 トップ クラスのバ レーボール チームの傾向 は、体格 の大型化 が進 み、例えば、平

均身長 では男子200cm,女 子185cmの 選 手構成 の時代を迎えて いる。 また、 チー ムとしての戦術

面 では、攻撃法 ・守備法 などにおいて、複 雑化が顕著 に進んで お り、 この傾 向 は、 従来、男 子

に多 く見 られ たが、近年、女子 において も複 雑な コ ンビネー ション攻撃 を用 い るチームが多 く

な った。 したが って、今後、複雑化 してい る戦 術面 な どを調査す ること も非常 に重要 であ ると

考え られ る。

バ レーボールに関す る調査や研究 につ いては、特 に、選 手の技術評価 につ いての面 では、 日

本や世界 の トップ レベ ルの選手 のスパ イク、 ブロック技 術 に関 し、か な り詳細 に報告 されてい

る1)。 ま た、試合の分析 に関 した もので は、男子 チー ムにつ いて はい くつか報告 があ り、 そ こ

で は世界 トップ レベ ルチームの戦術面 に関す る調査 や研究 な どが されて いる。 しか しなが ら、

女子 にっ いて は、島津の研究で総得点率、総得点権率 およ び総失点率、総失点権率か ら戦術 を

検討 し報告 されて いるが あま り実施 されて いない状況 であ る。

そ こで、本研究 にお いて は、世界 トップ クラス女子 バ レー ボール チームの特徴 をと らえるた

め、その方法 と して、特 に、 サーブ レシーブか らの攻撃 のパ ター ンを全 ローテー ション別(6

ロ ー テーシ ョン)に 分析を試み た。

皿.研 究 方法

1)研 究対象
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総 合 研 究 所 所 報

研究対象 チームは、現在、世界 の トップ クラスのチ ームで あるキューバ、 ロシア、中国、 ブ

ラジルであ る。調査時期 は、1997年8月 に開催 された ワール ド・グラ ンプ リ大会(韓 国、 ホ ン

コン、岐阜、神戸)で の試合。及 び、1997年11月 に開催 された グラン ド・チ ャンピオ ン大会(大

阪、広 島、東京)の 試合で ある。

2)調 査 の方 法

バ レー ボール コー トエン ドライ ン後方 の観 覧席か ら全 コー トをカバーで きるよ うにCCD-TR

V92ビ デ オカメ ラを設 置 し、試合 開始 か ら終 了 までの全 プ レイを撮影 した(図1)。
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3)分 析 の方 法

分析 の方 法 は、試 合を撮影 した ビデオテー プを各チ ーム毎 にサー ブレシー ブか らの攻 撃を全

ローテー シ ョン別 に編集 を試 みた。 そ して、 その映像か ら、誰が、 どの位置 か ら、 どの ような

スパ イ クを、 どの位置 へ、 どれだけ打 ったかを分 析 し、各 チーム毎 に コンビネー ション攻 撃の

パ ター ンを ローテー シ ョン別 に図式化(日 本 バ レー ボール協会調査部西村方式 を参考)を 試み

た。 なお、 スパイ クの種類 は、 図2に 示 した。

平行WBAセ ミAC CW

L 平 行 レフ トサ イ ドの早 い トス

W平 行 の や や 短 く早 い トス

Bク イック セッターか ら2～3mの はなれた早 い トス

Aク イック セ ッタ ー の ほ ぼ真 上 の低 い トス

Cク イック セ ッ ター の う しろ に低 い トス

CWク イック ラ イ トサ イ ドに低 く早 い トス

Lラ イ トサ イ ドにCWよ り若 干 高 い トス

図2攻 撃 の種類(コ ー トエ ン ドラインか らバ レーネ ッ トを基準 として)

皿.結 果の概要

結 果の概要 は、各 チーム毎 に試合の スター トメ ンバ ー(表 参照)及 びサー ブ レシー ブか らの

攻撃 のパ ター ンを示 した(図 参照)。

1)キ ューバチー ム
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田原:世 界 トップクラス女子バ レーボールチームの戦術に関する研究

○全体的 な特徴

チームの特徴 は、全員が豊か なジ ャンプカ

で破壊力 のあるスパ イクを打っ、典型的 な攻

撃型の チームで ある。 その中で も レフ トのN

o3と サ ウスポーのNo8は 、 世界で も トップ ク

ラスの スパ イカーで あり、 また、セ ンターの

No14、 ラ イ トのNo10も 非 常 に力 強 い。

表1キ ュ0バ

身 長(cm)最 高 到 達 点(cm)ポ ジ シ ョ ン

Na3

1i

Na10

Na12

Na14

Na18

176

180

191

176

185

182

334

326

342

318

326

339

レフ ト

レフ ト

ラ イ ト

セ ッタ ー

セ ンタ ー

セ ンタ ー

レシーブボールがセ ッターに正 確 に返 され な くて も、 トス さえ上 がれば一発で決定す るだ け

の スパ イクカがあ る。 ブロックは、 セ ンターライ ンを中心 に高 さがあ り強い。

攻撃 は、 レフ トのNo3,8は 、 レフ ト側か ら平行 トスを打 ち、 セ ンターのNo14,ラ イ トのNo10

が速 効(A,B,C,CW)を 打 っ。 サー ブは、 全員が コー ト後方 か らフロー ターサー ブを打 ち、 相 手

側 か ら言 えば、非常 に レシー ブが しず らいサ ーブで ある。

○ サー ブ レシー ブか らの攻撃

ローテ1セ ンターNo18の 速 効A ,B,C、 ライ トのNo10のCW、 レ フ トのNo3の 平 行 トス。 打

数 は3、18が 多 い。
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総 合 研 究 所 所 報

2)ロ シアチーム

○全体的 な特徴

特徴 は、現在世界 で平均身長が最 も高 く、

その高 さを生か したチームである。 その中で

も、 レフ トのNo8とNo6は 、 身長 が190cmを

越 え攻撃 の中心で あ り、バ ックア タックも非

常 に力強 い。 また、 セ ンターのNo9は 、 速効

表2ロ シア

身 長(cm)最 高 到 達 点(cm)ポ ジ シ ョ ン

Na2

Na4

Na6

1i

Nag

Na12

188

184

192

190

176

180

305

297

307

307

309

304

セ ン ター

ライ ト

レ フ ト

レ フ ト

セ ン ター

セ ッ ター

のCWを 打 っ ことに関 しては、世界 のナ ンバ_iで あ る。

また、 このチームの特徴 として、攻撃 と守備 の選手 を比較 的、 分業 して いる ことであ る。攻

撃 は、 あま りコ ンビネー ションなどは、使 わはな く比較 的単純 であ るが、常 にバ ックア タック

をか らませ る。

ブロ ックは、長身選手 が多 い こともあ り、 セ ンターNo9,2を 中心 に非常 に高 い。 レシーブは、

No2、No4の2人 制 で安 定 はしてい るが、 コー トサ イ ドなどに若干弱 い面 がある。

○サ ーブ レシーブか らの攻撃
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No9のCW、No8の レ フ トオ ー プ ン。
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田原:世 界 トップクラス女子バ レーボールチームの戦術に関する研究

3)ブ ラ ジルチー ム

現在、世界のナンバー1と 言われるセ ッター

No14の トス ワー クで、 大 型 ア タッカー が迫

力 ある コンビネー シ ョン ・バ レーを展開す る

チームである。

攻撃 は、'レ フ トのNo2,9、 セ ンターのNo6、

13、 ラ イ トのNo10、 いず れ の選手 も豪 快 な

表3ブ ラジル

身 長(cm)最 高 到達 点(cm)ポ ジ シ ョ ン

Na2

Na6

Nag

Na10

Na13

Na14

185

187

182

185

178

180

310

310

312

306

300

292

レフ ト

セ ンタ ー

レ フ ト

ライ ト

セ ン タ ー

セ ッ ター

スパ イクを打 ち、特 に、バ ックア タックをか らめた コンビバ レーは、世界の最高 であ る。

守備 にっ いて も、大型選手 に しては、比較 的安 定 してお り、粘 り強 さもあ る。 また、 サー ブ

につ いて は、No2の ジ ャンプサー ブは、非常 に力強 い。

セ ッターNo14の 素 晴 らしい トス技術 を中心 として、現在、最 も男子チー ムに近いバ レーボー

ルを行 うチームで ある。

○サー ブ レシーブか らの攻撃

ロ ー テ1

ロ ー テ2

ロ ー テ3

ロ ー テ4

ロ ー テ5

ロ ー テ6

No13のA,No9の レ フ ト平 行 、No10のB,L、No2の バ ッ ク ア タ ッ ク 。

No6のA、No9の レ フ ト平 行 、No10のL。

NO6のA、NO10の バ ッ ク ア タ ッ ク 。

NO6のA、No9、10の バ ッ ク ア タ ッ ク。

No13のA,B,L、No2の レ フ ト平 行 、No9,10の バ ッ ク ア タ ッ ク。

No13のA、No10の レ フ ト平 行 、No9の バ ッ ク ア タ ッ ク 。
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総 合 研 究 所 所 報

4)中 国 チーム

○全体的 な特徴

セ ッターNo7の 高 度な トスワークによ り、

バ ランスの とれた コンビ ・バ レーを展開する。

攻撃 は、多彩 であ りレフ トのNo2と11を 中 心

として、 セ ンターのNo1,5、 ライ トのNo12を

か らめた コンビネー ションは非常 に正確で速

表4中 国

身長(cm)最 高 到 達 点(cm)ポ ジ シ ョン

Nal

Na2

Na5

Na7

Nall

Nall

187

178

185

178

186

182

319

312

317

305

314

308

セ ン タ ー

レ フ ト

セ ンタ ー

セ ッ タ ー

レ フ ト

ラ イ ト

い。特 に、No1の レシーブか らの切 り返 しの速 さは、世 界で もナ ンバ ー1で あ る。

レフ トのNo2は 、 身長 はあま りないがバ ランスの とれた小気 味の良 いスパ イクを打っ。また、

No11は 、 以前 は荒 さもあ ったが、安定感 も増 しエースに育 って いる。 ブロ ックは、両セ ンター

が高 く非常 に良い。守 備 は、全員が、 ボールに対 して粘 り強 くコー トに落 とさな いとい う迫力

がある。 また、現在、ア ジアの ナ ンバ ー1の チ ームであ り、 しか も10歳 代 を 中心 と した若 手 の

選手 も非常 に育 ってい る。

○サー ブ レシー ブか らの攻撃

ローテ1No1のA,C、No11の レ フ ト平行No12のL。

ローテ2No1のA,C、No11の レ フ ト平行。

ローテ3No5のC、L、NO11の レ フ ト平行 とW。

ローテ4NO5のA,C、No2の レフ ト平 行 とW。

ローテ5NO5のA、No12のL、No2の レフ ト平行。

ローテ6No12のL、No2の レフ ト平行

1

己

記ll

lヨ罎1

4

2

1225

11

NB曜

,o●

552c
CAW・ ケ

● 　一 一
,' ●

.'

'

,擁二:
北 ∫2

`L .膏・よ,b-一 一 一6脚剛L

∠'

一一●●

●●

…1,」

●■j,. 厚

ノ ・●●

.・y

.・'8

ノ
・', '

5

12

_惹_
瓦
●9
.`111111

GA

醐 一一

Wッ ケ一

..
一'=フ

寧.
Oo

管
難
≒1ノ ノノ
7
f 1・
r

」

D●oo■9

5

1212C

LAツ ケ
馴『 ・=

"㌃ ・
..

L剛r-●●

・●●㌦・
・ゆ
、
n・・.ン

.

〈
:.,

亀■ ・●∠

ノ2
!¥〆

l

s

f

t・ '・・.1

雌
…硫

IIQ

52

訂M

l陀H

5卍 紀

剛

紀 旧H

6

ー

-

勾ノ
..-…ノ.1四

創,

'
'
.

-

て

瀕

彫`'.

5
C

…
!書
●.

,

鰍

●●
♂

…「

5

L
、
、●・.●一冒

_iii_

卍Ql

e

日N囎

図6中 国の攻撃パ ター ン

一g一



田原:世 界 トップクラス女子バ レーボールチームの戦術に関する研究

皿.ま とめ

本研究 は、現在、世界 の トップクラスの女子バ レーボールチームを対 象 に、各 チームのサー

ブレシー ブか らの攻撃の特徴 を明 らか に してきた。 それ らの傾 向をま とめ ると以下の よ うであ

る。

1)選 手 の身長 の大型化が益 々進んで お り、 また、 その選手 が移動 す るな ど攻撃面 に非常 に運

動能力 が高い傾向が伺えた。

2)各 チ ー ムのセ ンター ・プ レイヤーの速効CW(ラ イ ト側の早 い トス)を 多様する傾向があ っ

た。

3)ロ シア、 ブラジルチ ームに見 られ る、男子 なみのバ ックア タックを多様 す る攻撃が見 られ

た。

4)ブ ラ ジルチー ムに見 られ る、バ ックアタ ックを コ ンビネーシ ョン攻撃 にか らめた攻撃の傾

向があ った。

5)中 国 チームに見 られ る、セ ッターの速 い トスワークを中心 と したコ ンビネー シ ョン攻撃が

特徴的 であ った。

以上、世界 の トップ クラスの女子 バ レーボールチ ームの サーブ レシーブか らの攻撃 の特徴を

まとめたが、速効CW攻 撃 が特 徴的であ るように、 ネ ッ トの幅を有効 に使 った横方 向の攻撃が

多様 されて いた傾 向があ った。 また、現 在、男子 チー ムが多 く取 り入れ ている縦方 向の時間差

(速効A、B、Cと バ ックアタ ックのコ ンビ)な どは、 ブラジルチームに多少 見 られ たが 、 あ

ま り各 チームと も攻撃 に取 り入 れ られていない傾 向があ った。

今後、バ レーボールのチーム分析 に関 して は、 ブロック体系、 レシーブ体系、サーブな ど様々

な技術分析 の必要 もあ り検討 する必要 があろ う。

なお、本校 をまとめるにあた り、調査 に ご協力 いただいた九州女子大学 の坂井 充先生 にお

礼を述べ る。

注

1)新 日鉄バ レーボール部総監督が、雑誌月刊バレーボールにおいて世界のバレーボールテクニックとい

うページで各選手のスパイク、ブロック技術を連続写真を用いて解説 している。
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